
別紙様式２－２

（県南地方振興局） （　単位：千円　）

1
そ
の
他

新

観
光
振
興

ロングライドしらかわ2015～魅力
あるしらかわを自転車で走ろ
う！～

公益社団法人白河
青年会議所

ソフト 4,192 1,200 1,200

　しらかわ地域の有する、伝統文化・特産物・交通の利便性・豊かな自
然環境など、様々な財産を県内外に情報発信し、風評被害の払拭と観
光交流人口の増加を図るとともに、地域住民の郷土を愛する心の高揚
を図るため、白河市及び西白河郡町村の観光名所を回る自転車のロン
グライドイベントを行った。
　各市町村の誇る景勝地や豊かな自然を肌で感じてもらうとともに、各
チェックポイントでは収穫期を迎えた米や果物、そばなど地域の産品を
食べてもらい、しらかわ地域の良さを食の面からも体感し、しらかわ地域
を好きになってもらった。また、各市町村の産品についての風評払拭の
取組の紹介を行った。

○ロングライドしらかわ2015（10月）
　・自転車ロングライド（総走行距離約103㎞）
　・5市町村の各チェックポイントで旬の農産物やご当地グルメの振る
舞い
　・参加者498名

H27.7.7～
H27.12.16

白河市 復興関連事業

2
そ
の
他

新

産
業
振
興

ご当地グルメ対決！「県南S-1
グランプリinたいしん」

県南S－１グランプリ
事業実行委員会

ソフト 2,210 1,369 1,369

　デスティネーションキャンペーン期間における白河市大信地区の賑わ
いづくり、及び風評被害の払拭のため、県南地区11商工会青年部が協
力して、県南地方各地のご当地グルメを集めたイベントを開催し、優れ
たグルメを「Ｓ－１グランプリ」（ＳはしらかわのＳ）として選定することで知
名度向上を図り、県南地方の食の魅力を広く知ってもらった。

○県南S-1グランプリinたいしん（5月23・24日、白河市大信総合運動
公園）
　・県南地方11商工会青年部によるご当地グルメ対決
　・県南地方各市町村の観光PR
　・被災者支援販売（大堀相馬焼）
　・地域農産物販売
　・大信地区伝統芸能（こだま太鼓）

H27.4.1～H27.7.24 白河市 復興関連事業

3
そ
の
他

新

教
育
・
文
化

駅伝のまち　しらかわ　推進プロ
ジェクト

しらかわ駅伝競走大
会実行委員会

ソフト 1,895 1,499 1,262

　東日本でも有数の駅伝大会として定着した「しらかわ駅伝」の機会を
活用して、地域住民がトップレベルのランナーとふれあう機会を創出す
るとともに、県南地方の中学・高校生及び市民ランナーを対象としたラ
ンニングクリニック等を開催し、2020年東京オリンピックに向けた「駅伝
の街しらかわ」のイメージによる地域スポーツ振興につなげた。

○県南地方中学生・高校生を対象としたランニングクリニック（8月）
○県南地方小学５・６年生を対象とした「ゴールデンエイジ陸上教室」
（7月21日～25日）
○陸上競技界を代表する選手・監督によるパネルディスカッション
（9月19日、しらかわ駅伝と同時開催）
○まちなかにぎわいイベント（9月20日、しらかわ駅伝開会式と同時開
催）

H27.5.13～
H28.3.18

白河市

実施時期
実施場所

（市町村及び場所）
備考

区
分
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4
そ
の
他

新

観
光
振
興

NISHIGOバイシクルフェス
NISHIGOバイシクル
フェス実行委員会

ソフト 9,098 5,000 5,000

　県内外から多くの観光客を呼び込み、西郷村の観光に震災前の賑わ
いを取り戻すため、県内外のサイクリストを対象に、西郷村の誇る雄大
な山岳環境を活用したヒルクライム等、複数種目からなるサイクルレース
を実施した。　実行委員会には自転車連盟支部や地元自転車関係者
が参画するなど、地域ぐるみの大会企画・運営を行った。

○NISHIGOバイシクルフェス（8月22・23日）
　・参加者数：述べ723名
　・赤面山ヒルクライムコース（18.9㎞・標高差663ｍ、想定走行時間35
～90分）
　　　ヒルクライム（中学生以上）
　・台上周回コース（片道2.3㎞・往復4.6㎞、想定走行時間7～15分）
　　　2時間エンデューロ・ソロ
　　　3時間エンデューロ・ペア（男子・女子・男女・親子ペア）
　　　3時間チームエンデューロ（　　　　〃　　　　　　　　）
　　　個人タイムトライアル（中学生以上）
　　　クリテリウム（エリート・ミドル・ビギナー・女子）
　　　スプリント1000（小学3年生以上）
　　　キッズレース
　・ビギナーや子ども向けのスクール
　・西郷サイクリング（サポートカー付きポタサイクリング）
　・プライベートコーチング

H27.4.1～
H27.10.26

西郷村 復興関連事業

5
そ
の
他

新

観
光
振
興

わくわく東白川ご当地キャラ祭in
たなぐら

わくわく東白川ご当
地キャラ祭inたなぐら
実行委員会

ソフト 9,085 5,000 5,000

　東日本大震災や原子力災害による風評被害で直接的・間接的に被
害を受けた地域住民、及び地域産業の復興の足がかりとするため、県
南地方をはじめ県内各地のご当地キャラを一堂に集めたイベントを棚
倉城跡を中心に開催した。
　東白川郡内の町村と連携しながら、ご当地キャラや太鼓演奏等のス
テージイベント、棚倉ミニ駅伝等の交流イベントを開催し、東白川地域
の活性化を図った。

○わくわく東白川ご当地キャラ祭（11月1日）
　・東白川各町村による農産物・特産品販売コーナー
　・伝統文化・芸能発信コーナー
　・産業コーナー
　・サイエンスコーナー
　・ものづくり体験イベントコーナー
　・ご当地キャラブース

H27.4.1～H28.1.15 棚倉町



別紙様式２－２

（県南地方振興局） （　単位：千円　）
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6
そ
の
他

継
2

観
光
振
興

Decoraしらかわ2015
Decoraしらかわ実行
委員会

ソフト 8,791 5,000 5,000

　デスティネーションキャンペーンに向け、白河を新しいイメージで「飾り
付ける」ことを目的に、高校生の発想を取り入れた商店街の飾り付け、
プロジェクトの集大成としてのイベント実施等により、若者に支持される
まちなかの形成を目指した。
　平成27年度は、、魅力的な中心市街地の空間を創造することを目的
に、高校生とワークショップを開催するとともに、中高生を中心とする市
民が「大きな夢・小さな夢」を書いたボードを持って写真を撮り、その写
真を会場に飾る「まちなかデコレーション」等を行った。

○Decoraまちなかデコレーションワークショップ（高校生）
○Dream Decoration（夢を書いたボードを持った写真の撮影及び会
場への展示）
○Decoraしらかわ（10月11日、12日。白河駅前イベント広場・白河市
立図書館）
　・高校生のまちなかデコレーション成果発表
　・洗練された食の提供
　・ステージイベント
　・地元の商店等による物販
　・ラーメン・そば・白河バーガー等の提供による地元の食のPR
○Decora紅葉・そばまつり（11月14日。白河市民会館駐車場・谷津田
川せせらぎ通り）
　・谷津田川ライトアップ（紅葉の時期に2週間）、竹灯籠の設置
　・谷津田川沿いでの白河そば・南湖団子等の提供による地元の食の
PR

H27.6.8～H28.3.14 白河市

7
そ
の
他

継
2

観
光
振
興

「ゴルフタウンしらかわ」推進プ
ロジェクト

ゴルフタウンしらかわ
推進協議会

ソフト 5,199 4,000 3,465

　ふくしまデスティネーションキャンペーンに向け、新白河駅から1時間
圏内にある15カ所のゴルフ場が連携して、ゴルフ場利用者に県南地方
の観光スポットを案内することにより観光入込数や滞在時間の増加につ
なげた。
　また、県南地方の子どもたちを対象としたスナッグゴルフ（ゴルフの基
礎を学ぶ簡易版ゴルフゲーム）の体験会を行い、小さい頃からゴルフに
親しむことでゴルフ愛好者の裾野を広げ、ゴルフを通じた地域活性化と
交流人口拡大に取り組む「ゴルフタウンしらかわ」を地域ぐるみで作り上
げた。
　平成27年度は首都圏ゴルフ量販店でのPRキャラバン等を行い、更な
る誘客を図った。

○ゴルフタウンしらかわPRキャラバン
○テレビCM等によるPR
○各15ゴルフ場へ「しらかわ観光ＰＲコーナー」設置
○スナッグゴルフ体験会

H27.4.1～H28.3.31 白河市 復興関連事業



別紙様式２－２

（県南地方振興局） （　単位：千円　）
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8
そ
の
他

継
2

観
光
振
興

しらかわ　伝統芸能フェスティバ
ル

白河まつり振興会 ソフト 4,676 3,000 3,000

　地域に根ざした伝統芸能の継承と避難者支援をテーマに、白河の伝
統芸能である白河関の踊り流し等により地域の絆を深め賑わい創出を
図るとともに、相双地方の伝統芸能である「相馬盆踊り」を県南地方内
外の避難者に踊っていただくことで、ふるさとを思い出してもらい、県南
地方の方々との交流の場を提供した。
　平成27年度は、県南地方9市町村の太鼓の競演、及び白河関の踊り
流しへの参加を行い、9市町村の絆を更に深めた。

○開催期日　　平成27年8月2日（日）
○開催場所　　白河駅前イベント広場、白河駅前ロータリー、白河羽
鳥線
○内　　　容　　伝統芸能の競演
　　　　　　　　　・白河関の踊り流し（県南地方9市町村参加）、安珍念
仏踊り等
　　　　　　　　　・相馬盆踊り（避難者との交流）
　　　　　　　　　・県南地方9市町村の太鼓競演
　　　　　　　　　・白河ゆかたコンテスト

H27.4.1～H28.2.29 白河市 復興関連事業

9
そ
の
他

継
2

観
光
振
興

しらかわマルシェ
公益財団法人白河
観光物産協会

ソフト 1,808 1,200 1,200

　白河駅前で「しらかわマルシェ」を開催し、デスティネーションキャン
ペーン期間を含めた白河駅前の賑わいづくりを図った。白河市はもとよ
り西白河郡、東白川郡で採れた低農薬野菜や有機野菜、果物、地場産
品等を販売し、生産者と地域住民、観光客の交流の場とするとともに、
地元産品の再発見、地産地消の推進、県南地方のご当地キャラによる
PR等を行った。
　平成27年度は、地元高校（光南・白河実業・修明）の農産物や加工品
等の販売等、出店数を増やすとともに、開催日前日に白河市に加えて
西白河地方で新聞折り込みを行い、更なる誘客を図った。

○開催期日　　平成27年6月～11月までの毎月1回（計6回）
○開催場所　　白河駅前イベント広場、コンピエーニュ広場等
○販売品目　　青果物・加工品・苗木・切り花・手芸品・古着・特産品・
飲食等

H27.4.10～
H28.3.25

白河市

10
そ
の
他

継
3

観
光
振
興

ふくしまにおいでよ！写真プロ
ジェクト

ＮＰＯ法人表郷ボラ
ンティアネットワーク

ソフト 3,202 2,130 2,130

　レンズを通した“ふくしまの今”を撮影し、カタクリや白棚線沿線風景な
ど、地域の良さを再発見し広くＰＲするとともに、震災後も変わらぬ美し
い農村風景があると知ってもらうことで、風評払拭を図った。
　平成27年度は、デスティネーションキャンペーンに合わせ、東京駅近
くの写真ギャラリー、新白河駅コンコース等で写真の展示を行い、取組
の充実を図った。

○首都圏の方を対象にした写真撮影モニターツアーの実施
○モニターツアー参加者が撮影した写真をHPで公開
○白棚線案山子コンクールの開催
○地元住民の笑顔を撮影する「笑顔プロジェクト」の実施
○撮影した作品の展示

H27.4.13～
H28.3.15

白河市 復興関連事業



別紙様式２－２

（県南地方振興局） （　単位：千円　）
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11
そ
の
他

継
3

そ
の
他

「小さな種、蒔いて大きな夢」
（消費者と伴に風評被害払拭活
動）

白河農協青壮年連
盟

ソフト 2,493 1,296 1,296

　風評被害払拭のため、農業者青年部と白河商工会議所青年部が協
力した農商工連携体制で、首都圏等の人々を対象に白河で田植えか
ら酒造りまでを体験する事業を実施し、首都圏の消費者と地元参加者
が交流することにより、白河地方の安全、安心をＰＲした。
　平成27年度は米の作付け面積を倍増（43a）し、製造した日本酒の6次
化産品としての定着を目指した。

○農業体験とあわせた観光PRの実施
○田植え～酒造り体験
○参加人員　50名（首都圏、地元）
　※白河市東釜子地区の耕作放棄地を活用

H27.4.20～
H28.3.20

白河市 復興関連事業

12
そ
の
他

継
3

教
育
・
文
化

愛と夢を届けるクラシックコン
サートPartⅢ

公益財団法人立教
志塾

ソフト 1,241 1,000 826

　地元の中高生や社会人からなるアマチュアオーケストラとプロの音楽
家の合同によるチャリティーコンサートを実施するとともに、事前に行う
合同練習に中高生のブラスバンド部員を招待してプロの演奏に触れて
もらうなどして、さらに白河地域の文化水準を高めた。
　コンサートには被災者も招待し、安らぎの時間を過ごしていただいた。
　平成27年度はチェリストに加え、トランペットも中高生との合同練習に
参加し、きめ細やかな指導を行うとともに、実践的な内容とした。

○地元楽団とプロ音楽家の合同練習（12月、1月）
○コンサート（12月）
　・会場　はくしんイベントホール（白河信用金庫西支店）

H27.7.1～H28.3.31 白河市 復興関連事業

13
そ
の
他

継
3

そ
の
他

来て・見て・食べて・そして知ろ
う、ふくしま・・・！！

一般社団法人あん
だんて

ソフト 6,492 4,220 4,220

　デスティネーションキャンペーンに向け、首都圏の方々を対象とした料
理教室を開催し、四季折々の農作物の安全・安心を理解してもらうなど
して風評払拭をはかるとともに、白河関の森公園での記念植樹等を行
い、地元住民や避難者との交流を通じて“福島応援団”となっていただ
いた。
　平成27年度は料理教室の回数を増やすとともに、特産品開発にも取
り組むなど、活動の充実を図った。

○髙橋恒雄先生（元「天皇の料理人」）を講師とした収穫～調理まで体
験する料理教室
　（デスティネーションキャンペーン期間には、ミニ観光ツアーも行う）
○白河関の森公園の空きスペースを活用した花いっぱい記念植樹の
実施
○白河市の「梅の実」を使った特産品の開発

H27.4.1～H28.3.31 西郷村 復興関連事業



別紙様式２－２

（県南地方振興局） （　単位：千円　）

実施時期
実施場所

（市町村及び場所）
備考

区
分

平成２７年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果報告書（一般枠：その他の地域）
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号

新
規
・
継
続
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野

事     業     名
事   業   主   体

（市町村）

事業区分
(ハード／ソ

フト)
事業費

補助金
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補助金
決定額

事    業    概    要

14
そ
の
他

継
3

そ
の
他

買い物が自由にできない高齢
者や仮設住宅への移動販売と
地域交流事業

社会福祉法人こころ
ん

ソフト 1,254 800 800

　高齢者が住む団地や、避難している方が住む仮設住宅等、買い物に
不自由している方々が多い地域において、直売所「こころや」で販売し
ている新鮮野菜、障害者福祉施設で製造した加工品等の移動販売を
行った。
　また、移動販売や直売所の利用者、野菜の生産農家を対象とした交
流会を開催し、消費者と生産者の結びつきを強めた。
　平成27年度は、農業と福祉の連携に関するセミナーを開催し、県南
地方における農業と福祉の相互連携へ向けたきっかけづくりを行った。

○地元で生産した野菜や加工品等の移動販売（配達は自立を目指す
障害者が担当）
○利用者と生産農家、地域住民の交流会
○農業と福祉の連携に関するセミナー

H27.4.1～H28.3.31 泉崎村

15
そ
の
他

継
2

交
流
・
定
住

冒険ひろばin棚倉
特定非営利活動法
人元気づくりｻﾎﾟｰﾄ
センタなんなん福島

ソフト 1,501 1,000 1,000

　棚倉町には震災前、首都圏の小中学生が各種隊意見教室で多数訪
れていたが、震災後は風評により激減している状況にある。
　そこで、首都圏からの誘客回復を図るため、棚倉町から比較的近距
離にある都市である郡山市や水戸市などの県内外からの小中学生の
体験教室を増加させながら、ＪＲ水郡線を活用した歴史街歩き及び乗
馬・テニス体験のイベントを行った。
　ＪＲ水郡線を利用して棚倉駅に集合し、棚倉歴史マイスターの案内の
もと、城下町の町並み、亀ヶ城跡等を歩きながら、棚倉町の歴史と伝
統、温かな人柄に触れるとともに、棚倉町の体験交流施設においてイン
ストラクターの指導のもと、乗馬・テニス体験を行うことで、アフターデス
ティネーションキャンペーンに向けて、ＪＲ水郡線の利用促進、棚倉町の
観光振興、そして首都圏からの小中学生の体験教室の実施数回復に
つなげた。
　２年目となる今年は、棚倉町内での体験活動として、地元の中高生の
協力を得ながら、地元の方々の指導のもと、お菓子作り体験とそば打ち
体験を実施した。

○交通手段　ＪＲ水郡線（参加者に棚倉駅までの乗車券を配布、棚倉駅
からはシャトルバス）
○参  加  料　無料
○体験内容　乗馬、テニス、歴史街歩き、お菓子作り体験、そば打ち体
験
○会　　　場　棚倉町市街地及びルネサンス棚倉

H27.7.12～
H28.3.2

棚倉町
復興関連事
業



別紙様式２－２

（県南地方振興局） （　単位：千円　）
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（市町村及び場所）
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区
分

平成２７年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果報告書（一般枠：その他の地域）
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16
そ
の
他

新

観
光
振
興

感謝のカタチプロジェクト
白河商工会議所青
年部

ソフト 4,802 2,700 2,700

　白河市の中心市街地活性化及び周辺町村への誘客促進のため、夏
と冬に白河市のみならず県内外からの来場者を対象とするイベントを開
催し、県内外へ元気なしらかわ（県南地方）の姿をＰＲした。

【夏：COOL JAPAN♡しらかわ】
日時：平成２７年８月１日（土）～２日（日）
場所：ＪＲ白河駅前イベント広場

○ご当地ヒーローやご当地アイドルといったサブカルチャー文化発信の
ステージ
○音楽等各種ステージ及び飲食等各種ブースの出店による賑わいづく
り
○農商工連携による風評払拭のための取組や福島県産農産物等のＰ
Ｒ
○白河市内関係者のみならず県内外の関係者と連携してのイベントの
実施

【冬：みんなのヒカリ】
期間：平成２７年１２月４日（金）～平成２８年１月３１日（日）
場所：ＪＲ白河駅前イベント広場周辺

○ＪＲ白河駅前イベント広場周辺（主にステージ）のイルミネーション及
び装飾
○白河市内の小学生にメッセージを記入してもらったペットボトルを使
用したペットボトルツリーの設置
○点灯式に合わせてのステージイベントや振る舞い等

H27.7.10～
H28.3.21

白河市
復興関連事
業

累計 67,939 40,414 39,468

※　分野は、以下の分類により、最も適当と思われるものを１つ記載すること。
　　　１情報発信、２産業振興、３観光振興、４環境・景観、５保健・福祉、６教育・文化、７交流・定住、８国際交流、９人材育成、１０その他
※　備考欄には、事業内容等に変更が生じた場合は、当該年月日及び概要を記載すること。


